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新緑の美しい季節になりました。皆さま、今年

の大型連休はいかがでしたか？連休とは縁のない

生活が始まって８年目。今年も田植えが無事（？）

終了しました！「？」の理由は、追ってご説明い

たします。 

 

 今春は寒暖の差が激しく、種をまいてからもなかなか気

温があがりませんでした。そのせいかどうか、苗の成長に

ずいぶん差ができてしまいました。種を撒いてから田んぼ

に植えるまでは約 2 週間から２０日ほど。ハラハラしなが

ら田植えの日を迎えました。どうにか植えられるほどに伸

びた苗もたくさんあったのですが、時々ぽっかり穴が開い

たように見えます。高さもまちまち。8 年間やってきて、

こんなに苗が不ぞろいだったのは初めてです。でも、根は

しっかりしているので、大丈夫なはず！！ 

さみながら、１０万

 

苗の大きさが均一でないということが何を意味するかと

いうと、後が大変！手植えだと苗の大きさを見ながらでき

るのですが、田植え機で植えると、小さい苗のところはう

まく植わらずに「欠株」という、苗が植わっていない状態

になってしまうのです。だから機械で植えた後、「めうえ」

と呼ばれる補植をします。これが今年はとてつもない量！

例年は四隅の他ところどころ植える程度でいいので 2～3

日もあれば終わるのですが、今年は来る日も来る日もめう

え。友人にも「めうえじゃなくて、田植えだね！」と言わ

れる始末。子供たちも手伝ってくれるのですが、最初の１

０分ほど。その後は、秘密基地をつくったり、泥団子をつ

くって投げたり・・・。あまりの多さに、頑丈さが自慢の

私も、さすがにバテぎみ。「無事に（？）」の理由はこれ。

確かに田植えは終わったのですが、無事と呼んでよいのか

どうか。どうにか植わった苗は、数日で根付き、その後は

力強く成長してくれるはずです。勝手に今年の「田植えソ

ング」と決めた「鉄腕アトム」を口ず

馬力のつもりでがんばっています。 
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育苗も、子育てに似てるね、と耕太。上の双子は小さく生まれ、

おっぱいの量も少なかったようで、体重が思うように伸びません

でした。「粉ミルクをあげれば？」という周囲からのプレッシャ

ーをかわしつつ、半分意固地になって母乳育児にこだわりました

彼らが人並みの成長を見せ始めたのは生後１年以上経ってから。

４歳になった今では、ちょうど平均くらいの身長・体重です。ち

ょっと話がそれましたが、成長が遅い苗を見守るのはとても気が

疲れます。不安です。そこで焦って薬を使ってい

。

いものかどうか･･･。悩むところです。人間

にも植物にもそれぞれのペースがあって、じっくりでも丈夫に育つことができるはずだと思

う て

。

そのかいあって、レベルの高い試合が会場を沸か

ッチでは、珍プレー

と、その晩。すでにほろ酔い気分の最中に、耕太が「たい

へん、たいへん」と焦っています。なんでも、「今からアイ

ガモをお届けします」との連絡が入ったのだそう。雛は生ま

れたとたんに運ばれます。だからいつ来るか、予測がつかな

いのです。例年通りまだ先のことだろうと油断していたもの

だから、耕太が焦るのもムリはありません。カモ小屋を急い

で組み立てなければ。

アイガモ小屋が完成。人が多いってすごいことですね。 

 

そうそう、今月はもうひとつ、大きなニュースがあります。

かねてから要望のあったゲストハウス。建てるには色々ハー

ドルが高かったので、ゲスト用のトレーラーハウスを導入し

ました！大人でも６～７人位は泊まれます。キッチン、トイ

レ、シャワーつき、日当たり良好。機密性が高いので、うち

よりずっと暖かいはずです。中古ではありますが、どうして

なかなか立派なもの。電気や水道などはこれからですが、ち

ょっとした非日常の雰囲気が楽しめます。どうぞご家族やお

友達と一緒に泊まりにいらしてくださいね。 

 

これから梅雨までの間、本当に本当によい季節です。おあしす米生

産組合が 23 日に開催する「田植え体験＆バーベキュー」の申し込み

も、まだ間に合います。よし行こう！と思われる方は遠慮なさらずに

ご連絡ください。それではどうぞ皆様お元気でお過ごしください。 

のですが･･･。とにかく「見守る」というのはと

苗育てから学びました。 

 

話が前後しますが、我が家の恒例行事となって

きた「田んバ」を今年も開催しました。去年は大

人より子供の数が多いほどだったことから、「大人

が本気で遊ぶ」ためにあえて平日に開催。すると、

来ました、来ました。本気で遊ぶ大人たちが。天

草や大分から集まってきたつわものたちの姿も

も根気のいることなのですね。子育てや

せました。エキジビションマ

続出。こちらも大いに盛り上がりました･･･。 

 

参加者の手を借り、到着までに立派な


